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 3-2. センタンツールの着脱

 ▲ 危険ですので常にカールコードを電源から抜いてください。

    モーター回転中は、絶対に着脱リングを回さないで下さい。

 3-3. コレットチャックの交換
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モーター

1) 着脱リングを”カチッ”と音がして戻らなくな　

　るまで右図の”開く”の方向へ回します。

2) テストバーや着いていたセンタンツールを抜き、

　　新しいセンタンツールを差し入れます。

3) 着脱リングを”閉じる”の方向へ”カチッ”と

　　音がするまで戻すとコレットチャックが閉じて

　　センタンツールが把握されます。

※出荷時にはテストバーが装着されています

　　ので取り外してからご使用ください。

 ◆コレットチャックが開いた状態では、

　　モーターは回転しません。
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   ■モーターの回転により、先端部からエアーが吹き出し、切り粉を飛ばします。

　　　細密な彫刻に最適です。

  1. 付属品

　◇コレットチャックφ 3.0(KP-032)　　　　

　(本体にはφ 2.34軸用の KP-036が装着されています。）

　◇ボックススパナ(KP-600A)

　◇ジョイント軸押さえ板(KP-M01)

  2. 各部の名称

　　　

　3. 操作方法

　　3-1. モーターとの接続

　※安全のため、モーターとパワーパックは接続しない状態で行なって下さい。

     1) H051ヘッドの内側の突起をモーター先端部の溝にあわせて差し込みます。

     2) モーター部のジョイントリングを回してしっかり締め付けます。

    * モーター先端部に 4つの溝が切られていますので作業にあわせて最適の溝に

　　　差し込んで下さい。

コレットチャック

φ 3.0

 1) 着脱リングを”カチッ”と音がして戻らなくな

　　るまで上図の”開く”の方向へ回し、センタン

　　ツールを外します。

 2) ボックススパナをコレットチャックに合わせ、

　　右図の矢印方向に回し、緩めて抜き取ります。

 3) 空回りしてコレットチャックが緩められない

　　場合はヘッドをモーターから外し、ジョイン

　　ト軸押さえ板をヘッド部の十字カットの部分

　　に図のように差し込み、回転軸を固定して

　　から、緩めてみてください。

 4) 交換するコレットチャックを差し入れ、着脱

　　リングは 1)の”開く”の状態のまま、ジョイ

　　ント軸押え板は外してからボックススパナで

　　軸が空回りするまで締め込みます。

　　ジョイント軸押さえ板等で

　　軸を固定して締めると、締め過ぎになります。

 5) ヘッドをモーターに元通りに接続します。

注　コレットチャックの内径がφ 2.0未満の場合、

　　標準のボックススパナは使用できません。

　　お近くの営業所にご相談してください。

・・・・・・・1 本

・・・・・・・1 本

・・・・・・・1 本
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